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令 和 4 年 5 月 2 3 日 庁 議 資 料 

ア カ デ ミ ー 推 進 部 

 

 

「森鷗外没後１００年記念事業」の実施経過について 

 

 

１ 目 的 

  本区ゆかりの文豪・森鷗外没後１００年にあたる令和４年において、森鷗外をさら

に顕彰するとともに、鷗外が永く暮らした本区の魅力を内外に発信するため、森鷗外

没後１００年記念事業（以下「記念事業」という。）を実施する。 

 

２ 開催時期 

  令和３年１０月から令和４年末まで（予定） 

 

３ 主な令和３年度事業実施状況 

 事業名 内容 担当 実施時期・実績 

1 森鷗外記念館特別展 

「写真の中の鷗外」 

森鷗外記念館で長年収集して

きた多くの貴重な資料から、

様々なすがたを映し出した

「写真」により森鷗外を紹介

する。 

森鷗外記念館 

 

R4.1.9～

4.17 

観覧者

5,397人 

2 記念ノベルティ制作 

 

記念事業を PRするエコバッ

グ、バッジ、シールを作成し

頒布する。 

森鷗外記念館 

 

R4.1～3 

エコバッグ

500枚、缶

バッジ 500

個、シール

10,000枚 

3 記念リーフレット制

作 

森鷗外記念館開館 10周年を記

念した冊子を作成し配布す

る。 

森鷗外記念館 

 

R4.3 

10,000冊作

成 

4 鷗外の漢詩（朗読・

講演） 

CATV放映及び動画配信サイト

での配信を目的とし、漢詩朗

読番組を作成する。 

森鷗外記念館 

 

R4.3.28～

4.3 CATV

放映 現在

記念館

YouTubeで

配信中 

5 記念事業に係るロ

ゴ・フラッグ・ポス

ターデザインの作成  

都立工芸高校に依頼し、デザ

イン制作を行う。 

アカデミー推進

課 

R3.10 

ロゴマー

ク、フラッ

グ、ポスタ

ー３種のデ

ザインを決

定 

6 記念フラッグ作成 区内街頭に記念フラッグを掲

出する。 

 

アカデミー推進

課 

R4.1～12 

区内 24の商

店街で掲出 
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 事業名 内容 担当 実施時期・実績 

7 鷗外ゆかりの地芸能

サミット 

森鷗外ゆかりの自治体、文京

区・津和野町・北九州市の伝

統芸能を紹介する。 

アカデミー推進

課 

R4.1.19 

来場者 299

名 

8 鷗外 B-ぐるラッピン

グバス 

記念ラッピングを行ったバス

を運行する。 

アカデミー推進

課 

R4.1～12 

9 文京アカデミア講座 バーチャル文学散歩                                                                            

―森鷗外作品と東京を巡る 

（公財）文京ア

カデミー 

R3.12 

受講者 23名 

10 鷗外関連書籍の特集 真砂中央図書館にて、鷗外関

連書籍の特集・展示を行う。 

真砂中央図書館 R4.1～7 

 

 

４ 主な令和４年度事業（他の事業は別紙「森鷗外没後 100年記念事業案内」参照） 

 事業名 内容 担当 

1 特別展「読み継がれる鷗外」 現在活躍中の作家や研究者による森鷗

外作品の読み解きと、これまでに読み

継がれ語られた森鷗外を紹介。 

森鷗外記念館 

2 文京アカデミア講座「没後 100

年目の森鷗外」（全５回） 

「舞姫」等の代表作を読み進めなが

ら、森鷗外が文学を通して表現しよう

としたテーマについて考える。講師：

有光隆司(清泉女子大学資料室顧問) 

（公財）文京

アカデミー 

3 「森鷗外を読むためのブック

リスト」・資料展示 

森鷗外をより深く知るための本を特集

展示、リスト付のオリジナル読書感想

ノートをプレゼント。 

本郷図書館 

4 森鷗外没後 100年記念「読み

継がれる鷗外」シンポジウム 

森鷗外ゆかりの自治体首長の挨拶等の

後、平野啓一郎（小説家）の基調講

演・パネルディスカッションを開催。 

文京ふるさと

歴史館 

5 鷗外忌記念講演会 講師：森まゆみ（作家・編集者） 森鷗外記念館 

 

 

５ 森鷗外資料の購入について 

  森鷗外の記念年に貴重な資料を収集すべく、以下３資料の購入を検討するため、今

後、森鷗外記念館資料収集等検討委員会を開催する。なお、決定後、購入金額の一部

に森鷗外基金を充当する予定である。 

 

（１）鷗外原稿『渋江抽斎（その四十九）（その五十）』  

（２）鷗外筆賀古鶴所宛書簡（大正 9年 1月 10日付） 

（３）書幅『鷗外自筆大字寿詞』（時期不明） 



◆森鷗外と文京区
森鷗外は、60年の生涯の後半生を文京区で過ごしました。1862年1月19日に津和野藩（現・島根県津和野町）に典医の長男
として生まれ、1872年に上京、1881年に19歳で東京大学医学部を卒業。12月に陸軍に入り、1884年からドイツに留学し、1888
年の秋に帰国。しばらく台東区に住んだ後、1890年10月、現在の文京区向丘2丁目20-7に移住。そして、1892年1月に、現在
の文京区千駄木1丁目23-4に居を構え、以来30年にわたり家族とともに暮らしました。この家の2階から東京湾がみえたことか
ら、鷗外はこの家を「観潮楼」と名づけました。軍医としての仕事のかたわら、この地で「青年」「雁」等の小説、翻訳、詩歌、戯
曲など多くの著作を発表するなど、官吏としての仕事と文学者としての活動を続け、1922年7月9日に観潮楼で亡くなりました。

印刷物番号：D0121049

◆森鷗外没後100年記念デザイン
区内にある都立工芸高校デザイン科の皆様に、没後100年記念ロゴマーク・ポスター・フラッグデザインを制作していただきまし
た。多くの素晴らしい作品の中から選ばれたデザインは、区内施設や商店街灯（一部を除く）、区HPにてご覧いただけます。
なお、制作されたデザインは5月に文京シビックセンターにおいて展示します。詳細は中面をご覧ください。

ロゴマークフラッグ ポスター（3種）

◆Ｂ-ぐるラッピングバス
令和4年1月より、没後100年記念デザインのラッピングバスが運行しています。この機会に、鷗外ゆかりの地を巡ってみてはい
かがでしょうか。
【運行期間】令和4年1月9日（日）～12月末（予定）
【運行ルート】千駄木・駒込ルート
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印刷物番号：D0121049
令和4年3月31日発行

❶文京区立森鷗外記念館（千駄木1-23-4）
生誕150年を記念して、2012年に観潮楼跡地に開館。
【アクセス】
●東京メトロ千代田線「千駄木駅」1番出口徒歩5分
●コミュニティバスB-ぐる　千駄木・駒込ルート
　「19.特養ホーム千駄木の郷」下車徒歩5分

❸小石川植物園（向丘2-20-7）
植物学の研究・教育を目的とする東京大学の教育実習
施設。日本最古の植物園であり、国の史跡及び名勝に
指定。「田楽豆腐」の舞台となっている。
【アクセス】
●都営地下鉄三田線「白山駅」A1出口徒歩10分
●コミュニティバスB-ぐる　目白台・小日向ルート
　「29.共同印刷」下車徒歩3分

◆森鷗外ゆかりの地

❹鷗外作品に登場する主な区内の坂
 「雁」 ： 無縁坂
	 	 （湯島4丁目12と台東区池之端1丁目3の間）

「青年」 ： 新坂（S坂）（根津1丁目21と28の間）
  団子坂（千駄木2丁目と3丁目の間）

「鼠坂」 ： 鼠坂（音羽1丁目10と13の間）
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房
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（旧居跡・猫の家）（向丘2-20-7）
鷗外が「千朶山房」と名付け、1年ほど暮らした家。その
10年後、夏目漱石も借家し、現在は石碑が建てられてい
る。なお、家屋は「博物館明治村」に移築。
【アクセス】
●東京メトロ南北線「本駒込駅」1番出口徒歩8分
●	コミュニティバスB-ぐる　千駄木・駒込ルート
　「15.向丘二丁目」下車徒歩3分　
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